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付
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柾屋村長　施政方針演述

　

平
成
27
年
第
２
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
３
日
か
ら
６
日

ま
で
の
４
日
間
開
か
れ
、
27
年
度
の
予
算
な
ど
30
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
施
政
方
針
演え

ん
じ
ゅ
つ
述
で

柾
屋
伸
夫
村
長
は
「『
復
旧
・
再
生
期
』
の
取
り
組
み
が
お

お
む
ね
計
画
に
沿
っ
て
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か

ら
の
『
発
展
期
』
の
取
り
組
み
も
力
強
く
推
進
し
て
い
き
ま

す
」
と
所
信
を
表
明
し
、
復
興
５
年
目
の
具
体
的
な
考
え
方

な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

震
災
前
に
も
増
し
た
村
の
活
性
化
と
成
長
を
目
指
し
た
施

政
方
針
演
述
の
、
主
な
内
容
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
２
㌻
〜
11
㌻
）

「
復
興
加
速
年
」
で
基
盤
復
旧
が
完
了

　

は
じ
め
に
、
３
月
２
日
に
本
村
伝
統
芸

能
の
「
鵜う

の

鳥と
り

神
楽
」
が
、
国
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
な

が
き
に
わ
た
り
保
存
・
伝
承
活
動
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
方
々
を
始
め
と

す
る
関
係
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
と
村
民
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
が
、
国
の
宝
と
な
る
認
定

に
つ
な
が
り
ま
し
た
こ
と
、
村
を
挙
げ
て

喜
び
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
か
ら
震
災
復
興
事
業
の

　

観
光
復
興
の
象
徴
と
な
る
普
代
浜
園
地

の
復
旧
は
、
面
工
事
が
完
了
し
て
い
る
の

で
、環
境
省
に
よ
る
休
憩
施
設
な
ど（
シ
ャ

ワ
ー
室
、ト
イ
レ
・
東
屋
、緑
地
、１
億
１

６
４
０
万
円
）の
整
備
を
連
携
し
て
取
り

進
め
、
周
辺
の
緑
化
（
１
０
０
万
円
）
を

行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場
の
整
備
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
南
側
地
区
は
、
復
興
交
付
金
に
よ
る

産
と
加
工
・
流
通
の
一
体
的
な
水
産
業
の

復
興
が
完
了
し
、
意
欲
と
希
望
の
持
て
る

生
産
な
ど
が
再
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
先

般
公
表
さ
れ
た
平
成
24
年
度
市
町
村
民
所

得
で
は
、
前
年
度
比
18
・
８
％
増
と
な
り
、

二
戸
・
久
慈
・
宮
古
地
域
の
町
村
の
ト
ッ

プ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
定
置
網
漁
業
も
厳
し
い
予
測
を

覆く
つ
が
えす
好
漁
と
な
り
、
被
災
漁
業
者
な
ど
に

着
実
な
復
興
を
実
感
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
「
住
民
生
活
の
再
生
」
は
、
村
道
や
県
道

は
も
と
よ
り
、三
陸
鉄
道
が
全
線
運
行
再
開

さ
れ
る
な
ど
生
活
基
盤
も
完
全
復
興
と
な

り
ま
し
た
。
普
代
道
路
の
開
通
や
駅
前
復

興
ふ
れ
あ
い
広
場
の
供
用
が
、全
村
的
な
復

興
前
進
の
共
有
に
つ
な
が
り
、村
民
の
皆
さ

ま
の
日
常
生
活
が
震
災
前
の
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
も
回

復
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
」
は
、
小
・
中

学
校
か
ら「
命
の
道
」へ
の
避
難
階
段
、堀

内
・
沢
海
岸
の
避
難
路
、
太
田
名
部
の
避

難
村
道
上
の
沢
線
が
整
備
と
な
り
、
普
代

水
門
な
ど
も
補
強
さ
れ
、
消
防
分
署
の
建

設
工
事
に
も
着
工
と
な
り
ま
し
た
。

　

防
災
無
線
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
復
旧

と
な
り
、
２
地
区
で
自
主
防
災
組
織
が
設

立
さ
れ
、
防
災
計
画
に
よ
る
諸
訓
練
も
徹

底
さ
れ
る
な
ど
、
総
合
的
な
避
難
対
策
の

充
実
が
図
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
矢
巾
町
と
の
災
害
応
援
協
定
な
ど
多

体
の
全
力
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
の
た
ま

も
の
で
あ
り
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。
復
興
へ
の
ご
支
援
を
続
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
全
国
の
皆
さ
ま
に
も
村
を
代
表

し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
復
興
計

画
後
半
の
「
発
展
期
」
の
取
り
組
み
も
よ
り

力
強
く
推
進
さ
れ
、
１
日
も
早
く
「
完
全
復

興
」
を
宣
言
す
る
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

強
力
な
推
進
、
村
民
所
得
の
向
上
、
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
や
す
い
環
境
や
幼
児
教

育
な
ど
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

に
、
議
会
や
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
提
案
を

重
視
し
つ
つ
、
親
切
・
丁
寧
・
迅じ

ん

速そ
く

な
村

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
も
、
最
優
先
課
題
と
し
た
震
災
復

興
に
は
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
８
カ
年
の

災
害
復
興
計
画
を
策
定
し
、
平
成
26
年
度

末
に
は
基
盤
復
旧
を
完
了
さ
せ
、
村
全
体

に
震
災
前
の
活
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
、
総
力
を
傾け

い
ち
ゅ
う注
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
「
産
業
・
経
済
の
再
建
」
は
、
漁
業
生

「
復
興
祈
念
公
園（
仮
称
）」（
４
８
０
６
万

７
千
円
）
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
普
代
浜
園
地
が
、１
日
も
早
く
村
民
の

皆
さ
ま
の
憩い

こ

い
と
観
光
交
流
の
場
と
し
て

よ
み
が
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
漁
港
に
は
避
難
場
所
へ
の
誘
導
看
板

（
４
７
９
万
３
千
円
）を
設
置
し
、
迅
速
・
円

滑
な
避
難
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
抑
制
し
、
若
い
世
代
の
結

婚
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
産
業
・

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
平
成
31
年

度
ま
で
の
５
年
間
の
計
画
）」
の
策
定
（
６

３
９
万
円
）
を
、
委
員
会
組
織
（
外
部
有

識
者
や
産
業
団
体
な
ど
15
人
構
成
）
を
設

置
し
て
取
り
進
め
ま
す
。

　

先
行
型
交
付
金
を
活
用
し
た
、
青
の
国
フ

ァ
ン
事
業（
２
１
２
万
円
）、Ｕ
愛
Ｊ
タ
ー
ン

支
援
事
業
（
７
５
０
万
円
）、産
業
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
（
３
３
３
万
２
千
円
）
な
ど
も
実
施

し
、
上
乗
せ
配
分
と
な
る
広
域
連
携
事
業

の
提
案
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

タ
ケ
の
ダ
ブ
ル
日
本
一
が
後
押
し
と
な
り
、

村
の
活
力
の
回
復
も
図
ら
れ
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
か
ら
４
年
間
の
「
復
旧
・
再
生
期
」

の
取
り
組
み
が
、
お
お
む
ね
復
興
計
画
に

沿
い
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
こ
と
、
村
民

の
皆
さ
ま
や
議
員
各
位
、
関
係
機
関
・
団

く
の
団
体
な
ど
と
の
災
害
時
協
定
が
締
結

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
震
災
前
の
活
力
の
回
復
」
は
、「
ま
る
ご

と
元
気
市
」が
新
た
に
加
わ
る
な
ど
、震
災

前
に
も
増
し
た
元
気
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
中
野
流
鵜う

の

鳥と
り

七

頭
舞
や
ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
の
海
外
公
演
も

実
施
さ
れ
、
観
光
大
使
や
昆
布
大
使
の
設

置
、ご
当
地
キ
ャ
ラ
の
認
定
で
、活
発
な
村

の
発
信
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
銀
次
選
手
の
活
躍
や
普
代
シ
イ

施策

１
震
災
か
ら
の
復
興
で
は
、
普
代
浜
園
地
の
復
旧
を
完
了
さ
せ
る
ほ
か
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
若
い

世
代
の
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
産
業
・
経
済
の
活
性
化
も
図
り
ま
す
。

村
復
興
計
画
に
基
づ
く
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
施
策

１日も早い完全復興を目指し

「発展期」を力強く推進�「発展期」を力強く推進�
震
災
前
の
村
の
活
力
が
回
復
�

１
日
も
早
い
完
全
復
興
を
�

普
代
浜
の
復
旧
・
整
備
を
推
進

▲︱

▲︱

所信を述べる柾屋村長

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
へ
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人材育成を含め、各保存・伝承活動を推進し
ます（中学校神楽同好会アメリカ公演）

防波堤（赤点線内）の整備が予定される堀内
漁港

幼・小・中一体となった教育の充実に取り組
みます（中学生による園児への読み聞かせ）

各観光行事への支援を行います
（ふだいまるごと元気市夏の市）

　

村
の
未
来
を
担に

な

う
子
ど
も
た
ち
が
、
た

く
ま
し
く
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ

う
、
子
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
一
丸
と
な
り
教
育
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
生
涯
に

わ
た
り
生
き
生
き
と
学
ぶ
機
会
の
充
実
、

文
化
・
芸
能
の
振
興
や
交
流
の
拡
大
な
ど

に
一
層
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
「
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
」
は
、
園
庭
や
駐

車
場
が
拡
充
さ
れ
、
元
気
に
遊
び
・
学
ぶ

環
境
が
整
い
ま
し
た
。
家
庭
教
育
を
含
め

た
、
幼
児
教
育
と
保
育
の
質
の
向
上
に
取

り
組
み
な
が
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
に
対
応
し
た
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
小
・
中
一
貫
教
育
の
推
進

を
支
え
な
が
ら
、一
貫
校
の
整
備
に
つ
い
て
、

完
了
し
た
既
存
校
舎
活
用
型
調
査
に
加
え
、

全
体
新
設
型
の
調
査
（
補
正
繰
越
分
、
１
９

２
万
円
）
を
行
い
、
平
成
27
年
度
末
に
は
整

　

農
林
水
産
業
、
商
工
・
観
光
業
の
活
性
化

に
取
り
組
み
、
そ
の
魅
力
や
競
争
力
を
高

め
、
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
地
場
産
品

の
高
付
加
価
値
化
と
経
営
の
強
化
を
図
り
、

生
産
基
盤
の
整
備
、着
実
な
担
い
手
対
策
、

地
場
産
業
の
飛
躍
や
村
民
所
得
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
新
規
就
業
者
支
援
協
議
会

（
仮
称
）を
設
置（
10
万
円
）し
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
村
漁
業
協
同
組
合
が
策
定
し
た
浜

の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
着
実
な
推
進
を
支

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
港
整
備
は
、
太
田
名
部
と
堀
内
の
防
波

堤（
事
業
費
８
億
８
０
０
０
万
円
）を
復
興

枠（
村
の
実
質
負
担
ゼ
ロ
）で
実
施
し
、沢

の
斜
路（
５
７
０
万
円
）と
白
井（
５
０
０
０

万
円
）、
黒
崎（
最
終
年
・
実
質
負
担
ゼ
ロ
、

５
０
０
０
万
円
）に
防
波
堤
を
整
備
し
ま
す
。

　

農
業
は
、園
芸
施
設
の
整
備（
1/6
、１
７
５

万
１
千
円
）を
支
援
す
る
と
と
も
に
、土
壌

消
毒
や
遮
熱
対
策
、種
子
助
成（
寒
じ
め
ほ

う
れ
ん
草
、枝
豆
な
ど
）、価
格
安
定
化
対

策（
56
万
円
）な
ど
を
行
い
、遊
休
農
地
や
未

備
方
針
の
決
定
が
さ
れ
る
よ
う
具
体
検
討

を
進
め
ま
す
。
学
校
特
別
支
援
員
の
配
置

（
７
２
９
万
４
千
円
）、
学
習
塾
開
設（
71
万

７
千
円
）、放
課
後
子
ど
も
教
室
開
催（
３
４

５
万
１
千
円
）、地
域
協
働
推
進
事
業（
１
５

９
万
８
千
円
）
な
ど
も
支
援
し
、
学
力
の
定

着
・
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
府
の
追
手
門
学
院
大
学
と

の
交
流
協
定
を
締
結
し
、
異
文
化
へ
の
理

解
に
資
し
、
教
育
効
果
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

利
用
ハ
ウ
ス
の
再
活
用
事
業
（
１
２
５
万

円
）
に
も
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

鳥
獣
防
除
は
電
柵
設
置（
1/2
、
25
万
円
）

の
補
助
率
を
高
め
、
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。
普
代
ダ
ム
で
の
小
水
力
発
電
は
工

事
契
約
と
な
り
ま
し
た
の
で
系
統
連
系
の

申
請
後
に
平
成
28
年
度
の
供
用
を
目
指
し

着
工
と
な
り
ま
す
。

　

林
業
は
、
原
木
し
い
た
け
の
植
菌
助
成

（
３／４
、
２
４
３
万
円
）
や
コ
ナ
ラ
造
林
助
成

（
85
万
１
千
円
）
を
行
い
、
し
い
た
け
生
産

へ
の
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
天
然
林
・
混
合
林
化

の
推
進
が
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
定
間
伐
等
事
業
の
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
も
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
は
、
地
元
の
消
費
拡
大
の
た
め
商

品
券
補
助
（
消
費
喚
起
交
付
金
、
４
０
０
万

円
）
と
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
委
託

（
９
７
３
万
円
）
を
行
い
、
特
産
品
の
販
路

拡
大
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
商
工

業
振
興
補
助（
３
５
０
万
円
）に
よ
り
経
営

指
導
な
ど
を
支
え
、
経
営
安
定
の
た
め
の

振
興
資
金
預
託
（
１
０
０
０
万
円
）
を
継
続

し
、
設
備
投
資
や
運
転
資
金
の
確
保
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
は
、「
ふ
だ
い
ま
つ
り
」や「
ま

る
ご
と
元
気
市
」
な
ど
の
観
光
行
事
へ
支

　

な
お
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
国
の

補
正
予
算
が
内
定
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

旧
陸
中
製
材
所
敷
地
を
予
定
地
と
し
た
整

備
（
繰
越
分
含
、
２
億
９
４
８
２
万
１
千

円
）
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
機
会
の
提
供
に

努
め
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
村
３
９
７
万
円
、

は
ま
ス
ポ
８
９
２
万
５
千
円
）
の
ほ
か
、

村
長
杯
、
教
育
長
杯
（
20
万
９
千
円
）
な

ど
の
大
会
を
積
極
的
に
開
催
し
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
希
望

郷
い
わ
て
国
体
の
軟
式
野
球
会
場
に
決
定

し
て
い
る
運
動
公
園
野
球
場
の
改
修
（
６

０
９
０
万
円
）
に
も
取
り
組
み
、
そ
の
成

功
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
振
興
は
、地
域
の
個
性
や

魅
力
の
発
信
、郷
土
愛
の
醸じ

ょ
う
せ
い成
に
重
要
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、３
月
７
日
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
公
演
が
予
定
さ
れ
る
「
鵜う

の

鳥と
り

神
楽
」
や

「
中
野
流
鵜
鳥
七
頭
舞
」、「
ふ
だ
い
荒
磯

太
鼓
」
な
ど
の
保
存
・
伝
承
に
一
層
努
め
、

文
化
団
体
の
活
動
支
援
（
１
０
０
万
円
）

も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

援（
４
４
４
万
円
）を
行
い
、
誘
客
の
拡
大

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
堀
内
駅

と
普
代
水
門
間
が
４
月
に
開
通
と
な
り
ま

す
。
以
南
の
ル
ー
ト
と
な
る
、
黒
崎
漁
港

と
ネ
ダ
リ
浜
間
は
測
量
設
計
が
、
黒
崎
園

地
と
北
山
崎
間
は
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
は
、
村
内
事
業
所
な
ど
で
の
若

年
層
の
雇
用
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ふ
る

さ
と
雇
用
促
進
助
成
（
新
卒
１
年
未
満
及
び

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
30
歳
以
下
対
象
、
１
人
月
５

万
円
、
事
業
費
１
８
０
万
円
）
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
管
内
連
携
に
よ
る
地
域
雇
用
創

造
事
業
（
３
年
間
全
体
枠
、
２
億
５
０
０
０

万
円
）
に
も
取
り
組
み
、
村
内
で
の
雇
用
の

創
出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
は
、
復
興
需
要
に

よ
る
高
い
稼
働
率
が
続
き
、
震
災
後
の
４
年

間
で
７
７
０
０
万
円
の
営
業
黒
字
を
計
上

す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
特

需
の
獲
得
に
努
め
、
そ
の
後
の
観
光
誘
客

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
健
全
経
営
の

維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
施
工
中
の

本
館
解
体
後
に
、
客
室
の
改
修（
１
億
３
３

３
０
万
円
）を
予
定
し
、
誘
客
環
境
を
高
め
、

よ
り
安
全
・
安
心
で
快
適
な
施
設
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

施策

２
幼
・
小
・
中
の
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
な
ど
の
振
興
も
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
種
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
所
得
の
向
上
も
目
指
し
ま
す
。

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
と
交
流
の
拡
大

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
施
策

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設

水
産
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成

し
い
た
け
生
産
の
支
援
を
強
化

観
光
・
商
業
の
活
性
化
を
図
る

雇
用
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
支
援

▲︱

▲︱

広くなった園庭で伸び伸び遊ぶ園児たち
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子ども園の給食費を全額助成するなど子育て
支援の日本一を目指します

各交通の強化に努めます
（柏木平地区トンネル工事の安全祈願祭）

高齢者の生きがい活動の充実に努めます村営住宅などの生活環境整備を行います
（芦渡地区住宅）

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
社
会
が
進
展
し
、

医
療
介
護
資
源
が
希
薄
化
す
る
中
で
、
村

民
の
皆
さ
ま
が
心
身
と
も
に
健
や
か
な
暮

ら
し
を
送
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
連
携
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
の
一
層
の
充
実
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
の
社
会
参
加
が
図
ら
れ
、
支
え
合
い
と

助
け
合
い
の
活
動
な
ど
も
一
層
浸
透
す
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

保
健
活
動
は
、
生
活
習
慣
病
や
心
の
病

の
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
特

定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
資
す
る
検
診
一

部
負
担
の
免
除
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

肺
炎
球
菌
な
ど
の
予
防
接
種
の
無
料
化
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
は
、
一
般
ゴ
ミ
の
減
量
化

が
急
務
で
あ
り
、
家
庭
で
の
生
ゴ
ミ
処
理

の
推
進
や
分
別
回
収
の
徹
底
、
古
着
の
回

収
拡
大
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
助
成
（
18
万
円
）

も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
新
消
防
分

署
（
５
７
８
０
万
５
千
円
）
や
地
区
集
会
施

設
な
ど
（
１
６
７
２
万
４
千
円
）
へ
の
導
入

を
行
う
と
と
も
に
、
各
家
庭
で
の
太
陽
光

発
電
利
用
を
村
単
助
成
（
８
戸
、
１
２
０
万

円
）
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
等
生
活
環
境
整
備
は
、
村
営
住
宅
を

堀
内
地
区
（
１
戸
、
１
８
４
０
万
円
）
と
上

区
地
区（
沢
山
橋
改
良
解
体
の
代
替
１
戸
、

１
７
０
０
万
円
）
で
建
設
し
、
芦
渡
地
区
住

宅
の
補
修
（
４
０
０
万
円
）、
南
浜
地
区
住

宅
の
移
転
地
の
測
量
調
査（
１
０
０
万
円
）

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
個

人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
（
15
戸
、
１
５

０
万
円
）
も
行
い
、
一
層
の
居
住
環
境
の

改
善
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
処
理
の
普
及
は
、
浄
化
槽
設
置
補

助
の
村
単
嵩
上
げ（
通
常
の
６
割
ア
ッ
プ
、

　

高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
介
護
報
酬
の
引

き
下
げ
に
対
応
す
る
よ
う
、
く
ろ
さ
き
小

規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
へ
の
運
営
助
成
（
３

５
０
万
円
）
を
行
う
な
ど
、
普
代
福
祉
会

と
連
携
し
、
諸
施
設
の
運
営
の
充
実
と
安

定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
支
援

（
２
６
０
万
４
千
円
）
も
行
い
、
元
気
な

高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
の
一
層
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
灯
油
券
の
支

給
（
消
費
喚
起
交
付
金
、
１
３
０
万
６
千

円
）
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
な
ど
は
、
保
育
料
、
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
や
村
営
バ
ス
の
無
料
化

な
ど
に
加
え
、
新
た
に
子
ど
も
園
の
給
食

11
戸
、
７
７
０
万
６
千
円
）
を
行
い
、
そ

の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
堀
内
地
区

漁
村
セ
ン
タ
ー
の
浄
化
槽
化
（
１
０
０
０

万
円
）
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

川
や
海
の
環
境
保
全
に
資
す
る
よ
う
、

「
普
代
川
を
守
る
会（
仮
称
）」
の
設
立
や
活

動
支
援
（
10
万
円
）、「
魚
の
住
み
や
す
い

川
づ
く
り
事
業
」（
魚
道
整
備
、
２
０
０
万

円
）
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
施
設
は
、
普
代
簡
水
の
除
鉄
設
備

（
５
５
０
０
万
円
）、
白
井
簡
水
の
配
水
管

延
長
（
６
７
０
万
円
）
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

道
路
整
備
は
、
普
代
駅
前
道
路
（
沢
山

橋
）
改
良
（
７
７
０
０
万
円
）
の
用
地
・
物

件
補
償
を
進
め
、
次
年
度
の
本
体
工
事
着

工
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
堀
内
中
央
線

改
良（
１
８
０
０
万
円
）、萩
牛
線
改
良（
３

０
０
０
万
円
）
も
継
続
し
、
黒
崎
港
線
改

良
の
測
量
設
計
（
１
０
０
０
万
円
）
に
も

着
手
し
ま
す
。

　

村
政
懇
談
会
で
の
要
望
に
応こ

た

え
る
よ
う
、

災
害
防
除
、水
路
修
繕
な
ど
（
５
３
０
万
円
）

に
順
次
取
り
組
み
、
併
せ
て
、
道
路
、
橋

の
計
画
的
な
修
繕
に
資
す
る
よ
う
道
路
ス

ト
ッ
ク
点
検
事
業
（
３
０
０
０
万
円
）
に

も
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

普
代
小
屋
瀬
線
改
良
は
、
芦
渡
地
区
で

費
の
全
額
助
成
（
地
方
創
生
交
付
金
、
３

８
０
万
円
）
と
子
育
て
支
援
商
品
券
支
給

（
消
費
喚
起
交
付
金
、
３
９
６
万
円
）
を

行
い
、
子
育
て
支
援
を
日
本
一
の
レ
ベ
ル

ま
で
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
堀
内

地
区
に
児
童
公
園
（
６
６
０
万
円
）
を
整

備
し
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
安
全
な
遊
び
場

造
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
婚
対
策
は
、
村
の
相
談
員
の
設
置
を

続
け
な
が
ら
、
出
会
い
の
場
づ
く
り
と
し

て
、
釣
り
大
会
な
ど
（
１
０
０
万
円
）
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
が
行
う
結
婚
支

援
所
運
営
に
参
画
し
、
そ
の
利
用
の
啓
発

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

優す
ぐ

れ
た
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
資
源
循

環
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

定
住
促
進
の
た
め
の
村
営
住
宅
の
整
備
や

水
道
施
設
の
改
修
、
汚
水
処
理
の
普
及
、

生
活
道
路
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

用
地
確
保
と
２
カ
年
の
工
事
に
着
工
と
な

り
ま
す
。
三
陸
沿
岸
道
路
は
、
尾
肝
要
普
代

道
路
、
柏
木
平
地
区
ト
ン
ネ
ル（
２
本
）の

12
月
貫
通
を
目
指
し
た
工
事
な
ど
が
進
め

ら
れ
、
久
慈
〜
野
田
道
路
は
工
事
契
約
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
力
持
・
長
途
間
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
生
活
の
足
で
あ
る
村
営

バ
ス
は
、
昨
年
度
か
ら
ワ
ン
コ
イ
ン
化
し

て
お
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、

観
光
シ
ー
ズ
ン（
５
月
〜
10
月
）の
日
曜
・

祝
日
に
も
ト
レ
イ
ル
・
ジ
オ
パ
ー
ク
周
遊

バ
ス
と
し
て
運
行
（
地
方
創
生
交
付
金
、

利
用
料
無
料
、
１
９
７
万
円
）
し
、
村
民

や
観
光
客
の
利
便
性
向
上
に
資
し
て
ま
い

り
ま
す
。

施策

３
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
を
強
め
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
推
進
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
生
活
環
境
も
整
備
し
て
、
よ
り
一
層
の
居
住
環
境
の
改
善
へ
取
り
組
み
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
や
環
境
保
全
対
策
、
生
活
環
境
充
実
の
た
め
の
施
策

予
防
接
種
の
無
料
化
を
継
続

諸
施
設
の
運
営
を
さ
ら
に
充
実

子
育
て
の
支
援
を
日
本
一
へ
�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

川
や
海
の
環
境
保
全
を
強
化

日
・
祝
日
に
周
遊
バ
ス
を
運
行

一
般
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
急
務

▲︱

▲︱

昨年度からワンコイン化している村営バス
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新採用の中村翔さん（左）と日ノ沢佑紀さん

職員の接遇改善に努め、村民の皆さまに親し
まれる明るい役場を目指します

人口減少により、普代村を消滅させません�
（人口減少ＰＴによる特定課題地域懇談会）

防災計画などに基づき防災力の強化に努めま
す（建設が進む新消防分署）

水産業の復興を力にし、観光施設などの復興
を加速します（ワカメ漁、３月31日）

　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
村
を
創
生
し
て
い
く
た
め
に
は
、

村
民
と
行
政
と
の
協
働
の
村
づ
く
り
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
各
自
治
会
な
ど
と
連
携

し
、
観
光
・
交
流
分
野
へ
の
若
者
や
女
性
、

高
齢
者
な
ど
の
参
画
の
拡
大
が
図
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
満
足

度
向
上
の
た
め
、
生
活
・
生
産
の
現
場
を

優
先
す
る
事
務
事
業
の
推
進
や
、
職
員
の

　

消
防
防
災
は
、
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た

防
災
計
画
な
ど
に
よ
る
防
災
力
の
強
化
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
施
設
整
備
は
、

新
消
防
分
署
建
設（
繰
越
分
含
、２
億
２
０

７
３
万
６
千
円
）を
進
め
る
と
と
も
に
、

備
え
た
水
準
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
行
政
は
、
久
慈
広
域
連
合
で
の
、
第

　

平
成
27
年
度
は
、
災
害
復
興
計
画
に
よ

る
「
発
展
期
」
の
初
年
度
と
な
り
ま
す
。
水

産
業
の
復
興
に
よ
る
活
気
を
力
と
し
、
観

光
施
設
な
ど
の
復
興
を
加
速
し
な
が
ら
、

完
全
復
興
を
宣
言
で
き
る
日
を
１
日
も
早

く
迎
え
る
よ
う
「
復
旧
・
復
興
か
ら
成
長
・

発
展
に
繋
が
る
」
取
り
組
み
を
強
く
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、「
総
合
発
展
計
画（
前
期
）」
や

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
の
仕
上
げ

の
年
度
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
到

達
目
標
で
あ
る
「
笑
顔
が
満
ち
あ
ふ
れ
る

村
づ
く
り
」
の
一
層
の
前
進
に
向
け
、
貴

重
な
歴
史
・
文
化
・
伝
統
、
安
全
・
安
心

な
農
林
水
産
物
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
を

掘
り
起
し
、
磨
き
、
生
か
し
、
発
信
し
続

け
な
が
ら
、
そ
の
新
計
画
の
策
定
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

普
代
村
は
明
治
９
年
に
村
政
施
行
さ
れ
、

接
遇
改
善
、
資
質
の
向
上
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
村
民
に
信
頼
さ
れ
る
役
場
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
政
運
営
は
、
集
中
復
興
期
間
後
（
平
成

第
２
分
団
ポ
ン
プ
自
動
車
用
の
基
金
積
立

（
２
４
２
万
１
千
円
）を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
太
田
名
部
水
門
な
ど
の
改
修

（
ス
テ
ン
レ
ス
水
門
、
ア
ル
ミ
陸
閘
）
の
支

援
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
予
防
事
業
で

は
、
土
砂
・
津
波
災
害
を
網も

う

羅ら

す
る
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
を
行
い
、
啓
発
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
は
、
久
慈
広
域
総
合

６
期
介
護
保
険
事
業
に
よ
る
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
や
認
知
症
高
齢
者

へ
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
し
尿
処
理
場
の
新
設
整
備
の
推

進
、
救
急
・
救
助
・
消
防
力
の
強
化
に
構

成
市
町
村
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

こ
れ
ま
で
に
、
い
く
た
の
大
災
害
を
始
め

と
す
る
困
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
、
こ
れ
を

先
人
の
不ふ

撓と
う

不ふ

屈く
つ

の
精
神
と
血
の
に
じ
む

努
力
に
よ
り
克
服
し
、よ
み
が
え
り
続
け
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
完
全
復
興
も
着
実

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
中
、
１
３
９
年
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
普
代

村
を
、
人
口
減
少
に
よ
り
「
消
滅
」
さ
せ

る
こ
と
は
、
先
人
の
誇
り
高
き
血
と
精
神

に
恥
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
「
消
滅
し
て
た
ま
る
か
」
と
の
熱
き
思
い

を
共
有
し
、「
小
さ
い
か
ら
こ
そ
で
き
る

力
の
結
集
と
発
揮
」
に
よ
り
、
次
世
代
に

も
、
よ
り
健
全
で
誇
れ
る
村
を
引
き
渡
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
最
大
の
努
力
を
傾け

い

注ち
ゅ
うし
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
む
決

意
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
議
員
各
位
並

び
に
関
係
諸
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
、
復
興

28
年
度
以
降
）
の
復
興
交
付
金
や
震
災
特
交

の
財
政
支
援
が
不
透
明
で
あ
り
、
国
の
財
政

再
建
へ
の
取
り
組
み
が
一
層
強
化
さ
れ
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
今
後
も
、
よ
り
確
実
な
財

源
補
足
と
コ
ス
ト
削
減
、
補
助
・
助
成
、
優

遇
起
債
の
極
力
の
活
用
を
徹
底
し
、
健
全
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
財
政
調
整

基
金
は
、
こ
の
４
年
間
で
４
億
３
千
万
円
の

増
額（
平
成
23
年
５
月
末
の
６
億
２
８
７
４

万
６
千
円
が
平
成
27
年
現
計
で
10
億
６
１

５
４
万
９
千
円
）
と
な
り
、
健
全
額
を
確
保

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
小
・
中
一
貫
校
の
整
備
財
源
の

確
保
を
踏
ま
え
た
中
で
、
不
測
の
災
害
に

防
災
訓
練
を
兼
ね
て
、
大
規
模
災
害
時
の

広
域
活
動
の
円
滑
な
受
援
の
訓
練
を
行
う

こ
と
と
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
は
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

啓
発
物
品
（
18
万
円
）
の
配
布
な
ど
を
引

き
続
き
行
い
、
事
故
防
止
と
飲
酒
運
転
撲

滅
の
徹
底
を
図
り
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継

続
と
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
岸
知
的
障
害
児
施
設
組
合
で

の
良
質
な
事
業
の
継
続
や
、
岩
手
北
部
広

域
環
境
組
合
で
は
、
九
戸
村
が
行
う
早
急

な
解
散
に
向
け
た
手
続
き
な
ど
を
強
く
後

押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

か
ら
成
長
・
発
展
へ
の
取
り
組
み
と
地
方

創
生
の
推
進
に
、
共
に
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
、
ふ
る
さ
と
を
決
し
て
消
滅
さ
せ
な
い

よ
う
、
特
段
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

施策

４
村
民
と
行
政
の
協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め
、
村
民
参
画
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。
職
員
の
資
質
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
久
慈
広
域
連
合
と
事
務
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
な
ど
を
推
進
す
る
施
策

復
興
計
画
「
発
展
期
」
の
初
年
度

　

 

復
興
を
加
速
し
、
人
口
減
少
に
も
立
ち
向
か
う

安
全
安
心
な
村
づ
く
り
を
推
進

村
民
の
満
足
度
向
上
目
指
す

し
尿
処
理
場
の
整
備
を
推
進

笑顔が満ちあふれる村を目指します

▲︱

▲︱
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平成27年度
一般会計の当初予算

29億9,200万円で消防分 署や給食センターを完成へ
普代駅前道路（沢山橋）の改良、くろさき荘や運動公  園野球場の改修、復興祈念公園の整備などを盛り込む　 　

　

各
支
出
金
が
大
幅
な
増

　

一
般
会
計
予
算
は
、
村
の
基
本
的

な
仕
事
に
充あ

て
る
お
金
の
こ
と
で
、

歳
入
と
歳
出
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
村
税
が
１
億
９
９

４
８
万
円
（
前
年
度
比
７
・
５
％
増
）

で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
14
億
８
１
６
２
万
円
（
同
６
・

９
％
増
）、
村
債
が
４
億
３
５
７
０

万
円
（
同
30
・
６
％
減
）。

　

各
補
助
金
や
交
付
金
で
国
庫
支
出

金
は
２
億
８
７
５
３
万
円
（
同
69
・

６
％
増
）、
県
支
出
金
は
１
億
９
３

３
１
万
円
（
同
25
・
０
％
増
）
と
そ

れ
ぞ
れ
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
大
幅
に
減

　

主
な
歳
出
は
、
総
務
費
が
５
億
１

６
７
９
万
円
（
前
年
度
比
19
・
８
％

増
）、
消
防
費
は
大
幅
に
減
少
し
１

億
７
５
６
９
万
円
（
同
49
・
７
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
農
林
水
産
業

費
は
、
堀
内
、
太
田
名
部
漁
港
の
機

能
強
化
事
業
負
担
金
な
ど
に
よ
り
、

３
億
６
７
０
２
万
円
（
同
82
・
１
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
11
億
６

１
２
０
万
円
（
６
・
５
％
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　平成27年度の村づくりの基本となる当初予算

が、３月定例会で決まりました。一般会計当初予

算は29億9,200万円（前年度比９・３％増）です。

本年度は運動公園野球場やくろさき荘の改修、復

興祈念公園を整備するなど、震災前にも増した活

力ある村づくりを進めます。　　　　　　　　　

歳出の構成比 歳入の構成比

予備費

議会費

災害復旧費

衛生費

商工費

消防費

土木費

農林水産業費

教育費

公債費

民生費

総務費

その他交付金

地方譲与税

県支出金

国庫支出金

村債

地方交付税

その他の繰越金

使用料・手数料

諸収入

村税

繰入金

依存財源

自主財源

用語の説明（歳出）
総務費………村長や議会議員、職員などの人件費や財産管

理、地域振興などに使うお金
民生費………高齢者や障がいを持った人、児童の福祉推進、

子ども園の管理に使うお金
公債費………公共事業などの財源に借りたお金の返済に使

うお金
教育費………小・中学校の管理運営や施設整備、生涯学習、

文化財保護などに使うお金
農林水産業費…農林水産業などの振興に使うお金
土木費………道路や公園、公営住宅の整備などに使うお金
消防費………普代分署や消防団の運営など、消防活動や救

急活動に使うお金
商工費………商業や観光の振興などに使うお金
衛生費………ごみ、し尿の処理や健康増進事業に使うお金
災害復旧費…東日本大震災など災害の復旧に使うお金

用語の説明（歳入）
地方交付税……国から交付されるお金
村債……………国から借りたお金
国庫支出金……事業を行うための国からの補助金
県支出金………事業を行うための県からの補助金
地方譲与税……国税として徴収され、そのまま国から

市町村などへ与えられたお金
繰入金…………財源を確保するため村の預金から取り

崩したお金
村税……………村民税や固定資産税など皆さんから集

めたお金
諸収入…………村の預金利息や貸付金の元利収入
使用料・手数料…住民票などの証明書の発行のために納

められたお金
その他繰越金など…前年度から繰り越されたお金

平成27年度の主な事業 特別会計予算額（　）内は前年度比

総額  11億6,120万円
国保事業	 ５億1,790万円	 （1.1％）

国保診療施設事業	 ２億1,040万円	（△1.4％）

簡易水道事業	 １億2,820万円	 （9.1％）

休養施設事業	 ２億5,440万円	（112.2％）

漁業集落排水事業	 2,180万円	 （2.3％）

後期高齢者医療事業	 2,850万円	 （9.2％）

事業内容 予算額

普代駅前道路（沢山橋）の改良 7,700万円

学校給食センターの施設整備など １億5,261万円

くろさき荘改修 １億3,330万円

運動公園野球場の改修 6,090万円

復興祈念公園の整備 4,809万円
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ようこそ地球村へようこそ地球村へ
久慈警察署普代駐在所長

　久慈警察署普代駐
在所長に前一関警察
署南駐在所長の菊地
一弘さん（55）が着
任しました。
　菊地所長は「普代
は事故・事件が少な
い地域と聞いていま

す。交通死亡事故ゼロも３年以上経過してい
るので、これからも安全・安心な村づくりをし
ていきたいです」と意気込んでいました。

新外国語指導助手
　村外国語指導助手
にテキサス州サンア
ントニオ市出身のウ
ワン・カルロス・ガ
ルシア・サンチェス
さん（26）が着任し
ました。
　サンチェスさんは

「日本の伝統・言葉を学びながら、児童生徒
に英語をうまく教えられるよう頑張ります」
と笑顔でした。

村
内
の
人
の
動
き

４
月
１
日
付
、
退
職
者
は
３
月
31
日
付
。
表

記
は
新
職
名
（
旧
職
名
）
氏
名

︱
の
順
で

す
。
＝
敬
称
略
＝

　

◆
新
任
▽
普
代
小
教
諭
（
野
田

小
教
諭
）
滝
澤
真
貴
子
▽
同
講
師

（
侍
浜
小
講
師
）
菊
池
藍
▽
普
代

中
副
校
長
（
県
教
育
委
員
会
事
務

局
生
涯
学
習
文
化
課
）
晴
山
雅
光

▽
同
教
諭
（
大
川
目
中
教
諭
）
大

槻
浩
美
▽
同
教
諭（
野
田
中
教
諭
）

柏
木
暁

あ
き
ら

▽
同
教
諭（
久
慈
中
教
諭
）

外と

舘だ
て

詩
織
▽
同
事
務
員
（
中
部
教

育
事
務
所
企
画
総
務
課
）
山
崎
美

咲
▽
同
講
師
（
夏
井
中
講
師
）
新

毛
直
登
▽
同
講
師（
久
慈
中
講
師
）

山
田
修
平

　

◆
転
出
▽
八
幡
平
市
立
寺
田
小

学
校
教
諭
（
普
代
小
教
諭
）
楳う

め
な
い内

明
美
▽
北
上
市
立
黒
沢
尻
北
小

学
校
教
諭
（
同
教
諭
）
岡
本
美
華

▽
宿
戸
中
学
校
副
校
長
（
普
代
中

副
校
長
）
梅
野
日
佐
雄
▽
侍
浜
中

学
校
教
諭
（
同
教
諭
）
外と

島し
ま

真
一

▽
県
北
教
育
事
務
所
指
導
主
事

（
同
教
諭
）
八
ツ
役
真
司
▽
北
上

北
中
学
校
教
諭
（
同
教
諭
）
岡
本

信ま
こ
と

▽
三
崎
中
学
校
教
諭
（
同
教

諭
）
鈴
木
知
代
▽
岩
泉
中
学
校
事

務
主
査
（
同
事
務
主
査
）
佐
々
木

好よ
し
と
み富
▽
中
野
中
学
校
講
師
（
同
講

師
）
安
保
勇
貴
▽
宇
部
中
学
校
非

常
勤
講
師
（
同
非
常
勤
講
師
）
南

隼
人

　

◆
新
任
▽
普
代
分
署
消
防
司
令

補
（
久
慈
消
防
本
部
消
防
課
消
防

司
令
補
）
高
山
浩
一
▽
同
消
防
士

長
（
同
消
防
士
長
）
藤
原
高た

か

寛ひ
ろ

▽

同
消
防
士
（
種
市
分
署
消
防
士
）

久
保
準

ひ
と
し

▽
同
消
防
士
（
久
慈
消
防

署
消
防
士
）
小
原
匠な

る

央ひ
さ

　

◆
転
任
▽
久
慈
消
防
本
部
消
防

課
消
防
司
令
補
（
普
代
分
署
消
防

司
令
補
）
細
畑
賢

さ
と
し

▽
久
慈
消
防
署

消
防
士
長
（
同
消
防
士
長
）
小
倉

秀
明
▽
同
消
防
士
（
同
消
防
士
）

坂
本
章
悟
▽
大
野
分
署
消
防
士

（
同
消
防
士
）
中
野
大
地

　

◆
課
長
級
▽
総
務
課
長
兼
会
計

管
理
者
（
総
務
課
長
兼
政
策
推
進

室
長
兼
会
計
管
理
者
）
川
向
正
人

▽
地
域
創
生
室
長
（
総
務
課
長
補

佐
兼
消
防
防
災
係
長
兼
庶
務
管
理

係
長
兼
財
政
係
長
）
道
下
勝
弘
▽

農
林
商
工
課
長
兼
商
工
観
光
対
策

室
長
兼
休
養
施
設
管
理
係
員
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
長
（
商
工
観
光

対
策
室
長
兼
休
養
施
設
管
理
係

員
）
佐
々
木
健
一

　

◆
係
長
級
▽
総
務
課
庶
務
管
理

係
長
兼
財
政
係
長
兼
広
聴
広
報
係

長
兼
消
防
防
災
係
長
（
住
民
福
祉

課
住
民
係
長
兼
福
祉
係
長
兼
保
健

衛
生
係
長
）
山
田
晃あ

き

人ひ
と

▽
地
域
創

生
室
地
域
創
生
係
長
兼
企
画
調
整

係
長
（
政
策
推
進
室
地
域
振
興
係

長
兼
企
画
調
整
係
長
兼
広
聴
広
報

係
長
）
中
村
克
成
▽
住
民
福
祉
課

住
民
係
長
兼
国
民
年
金
係
長
兼
福

祉
係
長
兼
保
健
衛
生
係
長
兼
国
保

介
護
保
険
係
長
（
住
民
福
祉
課
国

民
年
金
係
長
兼
国
保
介
護
保
険
係

長
）
松
葉
修
志
▽
農
林
商
工
課
農

政
係
長
兼
林
業
係
長
（
農
林
商
工

課
農
政
係
長
）
上
戸
鎖
栄ひ

で

樹き

▽
建

設
水
産
課
水
道
下
水
道
係
長
兼
水

道
技
術
管
理
者
（
建
設
水
産
課
水

道
下
水
道
係
長
）
深
渡
秀
利
▽
建

設
水
産
課
漁
港
水
産
係
長
（
震
災

復
興
室
復
興
係
長
）
佐
々
木
弘
樹

▽
震
災
復
興
室
復
興
係
長
（
震
災

復
興
室
企
画
係
長
）
宮
田
修
幸

　

◆
主
事
級
▽
地
域
創
生
室
主
事

（
政
策
推
進
室
主
事
）
坂
下
雄た

か

洋ひ
ろ

▽
総
務
課
主
事
補
（
政
策
推
進
室

主
事
補
）
下
道
崚り

ょ
う
せ
い聖
▽
住
民
福

祉
課
主
事
（
農
林
商
工
課
主
事
）

長
根
寛ひ

ろ

人と

　

◆
派
遣
延
長
▽
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
派
遣
・
松
頭
育
子
▽
久

慈
広
域
連
合
派
遣
・
熊
谷
剛つ

よ
し

　

◆
新
採
用
▽
地
域
創
生
室
主

事
・
中
村
翔
▽
農
林
商
工
課
主
事
・

日
ノ
沢
佑
紀

　

◆
退
職
▽
佐
々
木
一
吉
（
農
林

商
工
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
▽
佐
々
木
静
恵
（
同
事
務
局

長
補
佐
）
▽
宮
澤
大
地
（
教
育
委

員
会
主
事
）

　

◆
新
任
▽
普
代
郵
便
局
長
（
小

本
郵
便
局
局
長
代
理
）
高
平
敬
▽

堀
内
郵
便
局
長
（
岩
泉
郵
便
局
窓

口
営
業
部
長
）
佐
々
木
誠

　

◆
退
職
▽
大
㟢
隆
（
普
代
郵
便

局
長
）
▽
新
屋
喜
久
男
（
堀
内
郵

便
局
長
）

 

■
小
・
中
学
校

 

■
久
慈
消
防
署
普
代
分
署

 

■
役
場

 

■
村
内
郵
便
局
長

　

は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
の
日
沢
栄

子
園
長
が
３
月
31
日
の
任
期
満
了

に
伴
い
退
任
し
ま
し
た
。

　

日
沢
園
長
は
震
災
後
の
平
成
24

年
４
月
か
ら
27
年
の
３
月
ま
で
の

４
年
間
、
村
幼
児
教
育
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
沢
園
長
は
「
認
定
こ
ど
も
園

を
な
ん
と
か
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
普
代
村
の
幼

児
教
育
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
日
沢
園
長
の
退
任
に
伴
い
、

子
ど
も
園
の
園
長
に
長
坂
孝
志
氏

（
洋
野
町
出
身
）が
着
任
し
ま
し
た
。

長
坂
新
園
長
は
平
成
２
年
か
ら
９

年
ま
で
普
代
中
の
教
諭
、
平
成
20

年
か
ら
22
年
ま
で
普
代
小
の
副
校

長
を
務
め
る
な
ど
普
代
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
で
す
。

　

長
坂
新
園
長
は
「
園
に
は
教
え

子
の
子
ど
も
が
い
た
り
と
懐
か
し

く
、
う
れ
し
い
で
す
。
村
幼
児
教

育
発
展
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
頑

張
り
ま
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま

し
た
。

花束をもらう日沢園長（左）

教育長から辞令を受ける長坂新園長（左）

日
沢
園
長
あ
り
が
と
う
�

　
長
坂
新
園
長
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
�

多くの役場職員に見送られ２人の職員が退職（中央）

　村では、住宅の修繕や補修、浄化槽の設置、木造住宅
の耐震診断などの経費の一部を補助します。

①住宅リフォーム
　住宅の修繕や補修工事など30万円以上のリフォーム

１件につき10万円を商品券で補助。補助対象者は、次

の①から④までの全てを満たす人です。①普代村に住民

登録し居住し、かつ対象住宅の所有者②リフォーム工事

を村内に住所または営業所を有する施工業者に依頼して

行う人③村税などを滞納していない人④過去に当該補助

金を受けていない人

　対象住宅は申請者が居住する部分で、店舗や事務所を

併用する場合は、自己の居住専用部分です。対象となる

工事は30万円以上の工事で、①住宅の長寿命化を目的

とする工事② CO2 排出量の削減を目的とする工事③水

洗化の工事④そのほか村長が認める工事─です。

　新築や倉庫、駐車場、フェンスの工事、冷暖房機器や

給湯器の購入などは対象外です。

②浄化槽設置補助金
　個人の住宅の浄化槽設置に補助します。交付の条件は、

村内の個人の専用住宅や店舗面積が全体面積の２分の１

未満の店舗兼住宅（浄化槽規格が10人槽以下に限る）

です。補助金額は、５人槽が56万３千円、７人槽が70

万５千円、10人槽が94万円です。

③木造住宅耐震診断・耐震改修補助金
　耐震診断の条件は、昭和56年 5 月以前に建設された

個人の専用住宅（店舗兼住宅は含まず）で、３万円の診

断料の内２万７千円を補助。個人負担は３千円です。

問  役場建設水産課（☎35 − 2115）

住宅リフォーム、浄化槽、耐震診断などに補助します��
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国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
鵜

鳥
神
楽
が
３
月
７
日
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
被

災
地
交
流
を
目
的
と
し
た
公
演
を

行
い
、
約
３
０
０
人
の
現
地
の
人

た
ち
が「
山
の
神
」、「
恵
比
寿
舞
」、

「
榊さ

か
き
ば葉
」
の
３
演
目
の
勇
壮
な
舞

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
高
い
人
気
を

誇
る
「
恵
比
寿
舞
」
で
は

タ
イ
を
釣
る
場
面
で
、
現

地
の
人
た
ち
と
ユ
ー
モ
ア

あ
る
掛
け
合
い
を
し
、
会

場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ

た
と
言
い
ま
す
。
ま
た
現

地
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

郷
土
芸
能
も
披
露
さ
れ
、

神
楽
衆
も
異
国
の
芸
能
に

触
れ
ま
し
た
。

　

神
楽
衆
の
笹
山
英
幸
さ

ん
（
緑
区
＝
20
）
は
「
現
地

の
人
た
ち
は
喜
ん
で
神
楽

を
み
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
自
分
た
ち
も
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
郷
土
芸
能
に
触
れ

る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

鵜
鳥
神
楽
は
東
日
本
大
震
災
で
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
は
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地

震
な
ど
で
被
害
を
受
け
た
同
じ
被

災
地
。
今
回
の
公
演
は
被
災
地
同

士
で
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
独
立

行
政
法
人
の
国
際
交
流
基
金
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鵜う
の

鳥と
り

神
楽
の
国
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
指
定
を
祝
い
、
記
念
公
演

と
祝
賀
会
（
同
実
行
委
主
催
）
が

３
月
29
日
、
国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き

荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

記
念
公
演
に
は
柾
屋
伸
夫
村
長

や
大
上
浩
史
村
議
会
議
長
の
ほ
か
、

村
民
な
ど
約
90
人
が
参
集
。
鵜
鳥

神
楽
保
存
会
の
熊
谷
一
文
会
長
が

「
国
指
定
は
今
の
メ
ン
バ
ー
だ
け

で
な
く
活
動
の
歴
史
が
も
ら
っ
た

も
の
で
す
。
支
援
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
し
、神
楽
衆
に
よ
る「
清

鵜鳥神楽の記念公演と祝賀会
国指定を盛大に祝う

　

村
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
養
殖

ワ
カ
メ
漁
が
３
月
16
日
に
始
ま
り

ま
し
た
。

　

３
月
31
日
の
堀
内
漁
港
で
は
午

前
０
時
す
ぎ
、数
隻
の
船
が
月
明
か

り
と
船
の
マ
ス
ト
灯
を
頼
り
に
沖

に
あ
る
養
殖
棚
へ
向
か
い
ま
し
た
。

午
前
１
時
す
ぎ
、
約
１
時
間
の
刈

り
採
り
を
終
え
た
漁
師
さ
ん
は
船

い
っ
ぱ
い
に
ワ
カ
メ
を
積
み
帰
港
。

そ
の
後
、
各
家
の
倉
庫
な
ど
に
刈

り
採
っ
た
ワ
カ
メ
を
運
び
、
メ
カ

ブ
や
茎
に
選
別
す
る
作
業
が
一
家

総
出
で
行
わ
れ
、
夜
明
け
ま
で
続

き
ま
す
。

　

選
別
さ
れ
た
ワ
カ
メ
は
村
漁
業

協
同
組
合
に
委
託
し
、
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
や
全
国
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
を
通
じ
て
、
各
業
者

に
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
各
家
庭
の

食
卓
に
並
び
ま
す
。

　

村
漁
協
に
よ
る
と
３
月
末
で
の

村
養
殖
ワ
カ
メ
の
収
穫
量
は
１
０

２
４
㌧
で
、
昨
年
同
時
期
の
１
０

８
６
㌧
と
比
べ
る
と
62
㌧
の

減
。
一
方
、
販
売
単
価
は
１

㌔
あ
た
り
87
円
で
昨
年
の
同

時
期
77
円
と
比
べ
る
と
10
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
で
放
射
能
が

海
に
漏
れ
「
海
産
物
は
放
射

能
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
風
評
で
取
引
額
が
低
迷

し
て
い
て
、
村
漁
協
と
県
、

全
漁
連
は
風
評
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭
す
る

た
め
に
村
ワ
カ
メ
の
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

村に春を告げる養殖ワカメ漁
３月末で 1,024㌧の収穫

祓
い
」、「
山
の
神
」、「
恵
比
寿
舞
」

の
３
演
目
の
勇
壮
な
舞
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
の
開
会
前
に
は
鵜
鳥
神

楽
の
発
展
と
国
指
定
に
尽
力
さ
れ

た
物
故
者
に
敬
意
を
表
す
る
黙
と

う
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

主
催
者
を
代
表
し
て
柾
屋
村
長
が

「
国
指
定
は
鵜
鳥
神
楽
を
未
来
永え

い

劫ご
う

に
守
り
続
け
る
と
い
う
命
を
た
ま

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
村
と

し
て
も
巡
行
の
展
開
な
ど
を
力
強

く
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

関
係
者
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
村
漁
業
協
同
組
合
の
前

川
健
吾
代
表
理
事
組
合
長
が
神
楽

幕
の
目
録
を
、
前
村
教
育
委
員
会

教
育
長
の
熊
坂
伸
子
氏
が
花
束
を

熊
谷
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

鵜
鳥
神
社
の
熊
谷
勝
支
総
代
長

の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
後
、各

テ
ー
ブ
ル
で
鵜
鳥
神
楽
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、皆

さ
ん
は
国
指
定
を
祝
う
と
と
も
に
、

重
み
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
鵜
鳥
神
楽
の
ま
す
ま
す

の
発
展
を
願
い
、
同
神
社
の
小
屋

敷
亮
二
郎
総
代
が
３
本
で
締
め
ま

し
た
。

　

震
災
前
は
１
０
０
円
以
上
で
取

引
さ
れ
て
い
た
村
の
ワ
カ
メ
。
１

日
も
早
く
風
評
が
払
拭
さ
れ
、
震

災
前
以
上
の
取
引
額
に
な
る
こ
と

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

記念公演では「清祓い」、「山の神」、「恵比寿舞」の３演目の
勇壮な舞が披露されました

熊谷総代長の音頭で乾杯

海に浮かぶ漁り火は幻想的な雰囲気を醸し出します

　黒崎の正路與
よ

七
しち

さんが３月28日、自宅で
100歳の誕生日を迎え、親族に囲まれて長
寿を祝いました。親族が見守る中、柾屋村長
が祝い金５万円と直筆の色紙を手渡しまし
た。
　正路さんは大正４年生まれで子どもが３
人、孫が３人、ひ孫が５人います。男性での
100歳到達は村内では初めてです。

柾屋村長、親族と記念撮影する正路さん
（前列左から２番目）

正路與七さん元気に100歳

　新入学期の交通事故防止推進期間が４月６
日から４月15日まで展開され、４月９日に、
交通安全関係者など約30人が普代郵便局前
と普代分署前で交通安全の普及・啓発を目的
とした街頭指導を行い、登校、登園する児童
生徒や園児に交通安全のティッシュや黄色い
羽根を配布して交通安全を呼び掛けました。
　また期間中には小中学校で交通安全教室が
行われ、正しい横断歩道の渡り方や自転車交
通指導をとおして児童生徒は交通安全への意
識を高めました。
　新園児、児童が通園通学をしているこの時
期、保護者もドライバーも交通安全への意識
を高め、子どもを交通事故から守りましょう。

ティッシュや黄色い羽根を配布し
　　　交通安全を呼び掛けます

新入学期の交通事故防止推進期間

鵜
鳥
神
楽
が
海
外
公
演
で
被
災
地
交
流

　
現
地
の
人
た
ち
が
勇
壮
な
舞
を
鑑
賞

会場となったニティプラヤン村の集会場には 300人以上が集まりました

収穫されたワカメ。これから夜を徹しての選別作業が始まります
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『
普
代
村
は
素
晴
ら
し
い
で
す
』

　海が大好きだという谷増さん。普代の海も
気に入ってくれました。　

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は旭

あさ

日
ひ

区の谷増剛
さん (32) です。

マイフレンド  Vol.82M Y
F R I E N D

　
広
島
県
の
広
島
市
で
20
年
、
東

京
都
で
約
10
年
す
ご
し
、
今
年
の

４
月
か
ら
村
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
す
る
谷
増
剛

つ
よ
し

さ
ん
。

地
域
の
良
さ
を
知
り
、
伝
え
る
こ

と
が
過
疎
地
域
の
発
展
の
た
め
に

大
切
だ
と
考
え
て
い
て
、
地
域
に

入
っ
て
活
動
し
た
い
と
、
い
く
つ

か
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
試
験

を
受
け
ま
し
た
。

　「
普
代
村
で
の
面
接
試
験
終
了

後
、
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

鬼
束
さ
ん
に
村
を
案
内
し
て
も
ら

い
、
多
く
の
村
民
の
方
に
触
れ
『
こ

こ
な
ら
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ

そ
う
だ
』
と
思
っ
た
の
が
普
代
村

に
決
め
た
１
番
の
き
っ
か
け
で
す
。

食
べ
物
も
美
味
し
い
し
、
移
住
大

成
功
で
す
」
と
谷
増
さ
ん
。

　
見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
生
活
を
始

め
た
谷
増
さ
ん
。
と
い
っ
て
も
幼

い
こ
ろ
か
ら
留
学
願
望
が
あ
り
、

大
学
在
学
時
に
１
年
だ
け
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
留
学
し
ま
し
た
。

　「
留
学
先
で
異
国
の
友
だ
ち
が

た
く
さ
ん
で
き
、
留
学
を
終
え
て

日
本
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
、
そ
の

友
だ
ち
に
会
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
今
で
は
海
外

旅
行
が
趣
味
で
す
。
ま
だ
会
え
て

い
な
い
人
も
い
る
の
で
会
い
に
行

き
た
い
で
す
」
と
谷
増
さ
ん
。

　
今
後
は
村
を
観
光
し
な
が
ら
村

民
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
数
あ

る
観
光
資
源
を
体
験
し
て
み
た
い

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

…
… 

Ｑ
＆
Ａ
…
…

―
休
み
の
日
は
。

　
村
の
魅
力
探
し
を
し
て
い
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　
世
界
一
周
、
い
や
二
周
旅
行
を

し
た
い
で
す
ね
。

―
村
へ
一
言
。

　
普
代
村
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。

村
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て

い
き
た
い
で
す
。
見
か
け
た
ら
お

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

図
書
室 

へ 

行
こ
う
!

★
開
室
時
間
…�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
休
室
日
…�

毎
週
月
曜
日

★
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
…�

36
ー
１
０
４
４

『小学生必須�
難語 2000 マンガでクイズ』

福田　尚弘

　小学生の多くが「難しい」
と感じる日常語を 2000
抽出。マンガを読んで、話
の内容にあった言葉を選ぶ
ことで、言葉の知識を定着
させる。

アーバン出版局
『はなちゃんの

はやあるき はやあるき』
宇部　京子

　野田村出身、宇部町在住
の詩人、宇部京子さんが東
日本大震災で全園園児が高
台避難し、難を逃れた野田
村保育所をモデルにした絵
本です。

岩崎書店

本はともだち

『朝つめるだけで簡単�
作りおきのラクうま弁当 350』

平岡　淳子

　朝のお弁当づくりをもっ
と楽しく� 日持ちのする
おかずを週末にまとめて
作って、冷蔵・冷凍保存。
朝は詰めるだけの簡単なレ
シピをたくさん紹介。

ナツメ社

◆小学生から一般向け

◆一般向け ◆幼児向け

　
開業してすぐの外観写真を見せてくれ
ました

　　 　

「１日１日最善を尽くします」
三田地商店

家族そろってスタンドで撮影

け
に
行
き
、
持
ち
帰
っ
て
販
売
し

て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
現
在
は

地
下
タ
ン
ク
に
油
を
持
っ
て
き
て

く
れ
る
の
で
あ
り
が
た
み
を
感
じ

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
商
工
会
青
年
部
長
で
も
あ
る
三

田
地
さ
ん
。「
商
店
街
活
性
化
の

取
り
組
み
は
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
難
し
い
で
す
。『
経
営
＝
継
栄
』

と
い
う
父
の
言
葉
が
最
近
よ
く
わ

か
り
ま
す
」
と
し
み
じ
み
。

　「
先
を
見
据
え
て
頑
張
る
と
い

う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
無
理
せ
ず
１

日
１
日
の
最
善
を
尽
く
す
こ
と
が

大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
そ
の
日
に
考
え
た
こ
と

を
実
行
し
な
が
ら
過
ご
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
村
中
心
街
に
位
置
す
る
「
三
田

地
商
店
」。
明
治
29
年
ご
ろ
に「
三

田
地
林
業
」
と
し
て
現
在
の
店
の

位
置
で
開
業
し
、
昭
和
30
年
に
は

三
田
地
商
店
と
名
を
改
め
、
再
ス

タ
ー
ト
。

　
三
田
地
勇
治
さ
ん
は
「
当
時
は

ド
ラ
ム
缶
で
ガ
ソ
リ
ン
を
買
い
付

335

ことくん（左）とはるまくん
（はまゆり子ども園さくら組）

　みちしたことくん（道下瑚人・６歳）
から父・勝弘さん、母・直美さんへ
　おとうさんはいつもおそくまでおし
ごとをしているよ。がんばってね。はや
やくかえってきたときはいっしょにゲ
ームしてあそぼうよ。ふたりでするゲー
ムたのしいよね。
　おかあさんはピザやかつどんのおり
ょうりがじょうずだよ。おみせにいく
と、おやつをひとつだけいいよというけ
ど、たまにはいっぱいかってくれないか
な〜。

　なかたはるまくん（中田悠真・６歳）
から母・雅代さんへ
　ぼくのおかあさんはかみをきるおし
ごとをしているんだ。ぼくのかみもかっ
こよくしてね。かたづけろ�とこわいか
おでおこるけど、ぼくはやっているんだ
けどな〜。でもだいすき�
　イルカショーをみにいきたいからつ
れていってね。おおきくなったらロボッ
トをつくるおしごとをしておかねもち
になっておいしいごはんをたべさせる
からまっててね。

■三田地商店
☆場　　所：〒028−8335
　　　　　　�岩手県下閉伊郡普代村
　　　　　　13−128−２
☆問い合わせ：☎ 35−2108

ガソリンと一緒に、元気をくみに来
てください�

45

44

★三田地商店
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交
通
事
故
の
防
止
を
願
い
、
普

代
小
学
校
の
新
入
生
16
人
に
久
慈

地
区
交
通
安
全
協
会
普
代
分
会

（
宮
下
俊
光
会
長
）
か
ら
黄

色
い
傘
が
、
村
交
通
安
全
母

の
会
（
長
澤
美
樹
会
長
）
か

ら
黄
色
い
帽
子
が
そ
れ
ぞ
れ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
４
月
７
日
の
普

代
小
学
校
入
学
式
後
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
普
代
分
会
の
宮

下
会
長
が
「
交
通
事
故
に
気

を
付
け
て
登
校
し
て
く
だ
さ

い
」
と
新
１
年
生
一
人
一
人

に
黄
色
い
傘
を
手
渡
し
ま
し

「
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」

　
黄
色
い
傘
と
帽
子
が
贈
ら
れ
る

た
。
傘
を
も
ら
っ
た
児
童
は
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気

に
お
礼
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
で
１

部
区
間
が
被
災
し
、
不
通
と
な
っ

て
い
た
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
が
、

昨
年
の
４
月
６
日
に
運
行
を
再
開

し
、
１
周
年
た
っ
た
４
月
５
日
に

記
念
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
し

た
。
村
で
は
堀
内
駅
、
沢
漁

港
、
普
代
駅
で
総
勢
約
１
０

０
人
に
よ
る
記
念
列
車
を
歓

迎
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
11
時
48
分
に
記
念
列
車
が

堀
内
駅
に
到
着
。
約
30
人
の

村
民
の
皆
さ
ん
が
用
意
さ
れ

た
手
旗
を
記
念
列
車
に
向
か

い
振
り
、
お
も
て
な
し
の
心

を
示
し
ま
し
た
。

　
記
念
列
車
は
11
時
50
分
ご

ろ
に
大
沢

き
ょ
う
り
ょ
う

橋
梁
を
通
過
。
記

念
列
車
を
待
ち
わ
び
て
い
た
約
10

人
の
村
民
の
皆
さ
ん
が
竹
に
結
び

付
け
た
大
漁
旗
を
一
斉
に
振
り
ま

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
一
場
面

　

　次の２つの問題を読み、３つの答えの中から
正しいものを選び、はがきで応募してくださ
い。①は11㌻から、②は15㌻からの出題です。

　①本年度の村の一般会計予算額はいくらで
しょう？

　Ａ　９億９２００万円

　Ｂ　19億９２００万円

　Ｃ　29億９２００万円

　②村の養殖ワカメは３月末で何㌧の収穫
だったでしょう？

　Ａ　１０２４㌧　

　Ｂ　２０２４㌧

　Ｃ　３０２４㌧　

【応募方法】

　はがきに答え、郵便番号、住所（地区名）、

氏名、年齢、性別、世帯主の名前、電話番号

を書いて応募してください。正解者の中から

抽選で５人に図書カードをプレゼントします。

　はがきに広報ふだいの感想、ご意見、イラ

ストなど書いてください。紙上で紹介します。

お待ちしています。

　あて先…〒 028−8392

　　　　　普代村９−13−２

　　　　　普代村役場　広報クイズ係

　締め切り…５月11日（月）　当日消印有効

　３月号の答え…①−Ｃ　②−Ｂ

　応募総数…４通で４人が正解でした。次の

４人に図書カードをお送りします。おめでと

うございます。

　当選者…①古沼麻莉亜さん（神奈川県川崎

市・９歳）②滝澤光
き ら ら

来ちゃん（久慈市・６歳）

③滝澤啓
ひ び き

光くん（久慈市・４歳）④齋藤千穂

ちゃん（芦渡・５歳）

広報クイズ

イ
チ
ゴ
が
た
く
さ
ん
で
き
て
る
ね
�
○広  

齋藤千穂ちゃん
（芦渡・５歳）

宮下会長から児童一人一人に黄色い傘が贈られました

手旗を振り、記念列車を迎え入れる村民の皆さん

妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
だ
ね
�
○広  

滝澤啓
ひ び き

光くん
（久慈市・４歳）

元
気
１
０
０
倍
�
ア
ン
パ
ン
マ
ン
だ
ね
。
○広  

滝澤光
き ら ら

来ちゃん
（久慈市・６歳）

き
れ
い
な
サ
ク
ラ
�
ふ
だ
い
で
も
そ
ろ
そ

ろ
咲
く
よ
�
○広  

古沼麻莉亜さん
（神奈川県川崎市・９歳）

を
思
い
出
し
て
か
、
車
両
か
ら

は
「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
と
言

う
声
が
飛
び
交か

い
ま
し
た
。

　
記
念
列
車
は
11
時
58
分
に
普

代
駅
に
到
着
。
ホ
ー
ム
で
村
民

の
皆
さ
ん
が
「
祝
三
鉄
」
と
描え

が

か
れ
た
手
旗
を
振
り
、
記
念
列

車
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　
記
念
列
車
の
車
内
で
は
堀
内

駅
か
ら
普
代
駅
ま
で
の
間
、
村

職
員
に
よ
る
普
代
村
こ
ん
ぶ
饂

飩
と
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配

布
さ
れ
た
ほ
か
、
各
駅
な
ど
で

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
へ
こ
ん
ぶ
饂

飩
の
お
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
久
慈
駅
12
時
13
分
発
で

も
記
念
列
車
が
運
行
し
、
そ
の
列

車
に
も
同
様
の
お
も
て
な
し
を
し

て
運
行
再
開
１
周
年
を
村
民
一
丸

と
な
っ
て
祝
い
ま
し
た
。

記念列車は大勢の村民に歓迎され普代駅に到着

イベント参加者へこんぶ饂飩のお振る舞いが行われました

記念列車は11時48分に堀内駅に到着

記念列車内は満員御礼

沢漁港では大漁旗を振り記念列車を歓迎

祝 三陸鉄道運行再開一周年

運行再開を村民一丸で祝う
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　平成27年４月から翌年３月までの
１年間、引き続き「広報ふだい」の送
付を希望する人は、１年分の送料を次
のとおり現金または小為替などで送付
するか、直接お持ちください。すでに
送料を納めている人、ふるさと普代会
会員の人は除きます。
▶送料…①ヤマト便 1,560円（130
円×12カ月）②郵便 1,680円（140
円×12カ月）
▶送付先…〒028−8392　岩手県下
閉伊郡普代村 9−13−2　普代村役場
総務課広聴広報係

　自動車税は４月１日現在の自動車の
所有者が納める税金です。納税通知書
は４月末に皆さんのお宅に届く予定で
す。納期限までに忘れずに納めましょ
う。また４月１日現在で車検が切れた
まま６カ月経過している自動車につい
ては納税通知書を送付しません。この
自動車を使用する予定がある場合は自
動車税を納めていただく必要がありま
すので、県税室までお問い合わせくだ
さい。
▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194−53−4986）

久慈地区法律相談
▶期日…５月８、21日(木)▶時間…

10:30〜15:30▶場所…久慈市役所▶問
い合わせ先…久慈市役所生活環境課

（☎ 0194−52−2111）

多重債務者相談
▶期日…４月23日(木)▶時間…９:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消

費生活センター▶問い合わせ先…同セ

ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…５月20日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…５月12日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00〜18:00 ②骨髄

バンク登録（要予約）：15:00〜18:00

精神保健福祉相談
▶日時…５月22日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…５月18日(月) 14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

６／１は自動車税の納期限

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談
広報送料お願いします�

　県では、久慈広域消費生活センター
の消費生活相談に併せて、次のとおり
弁護士の無料相談会を開催します。遺
産分

ぶん

割
かつ

やローンの支払いなどお困りの
問題がございましたらお気軽にご利用
ください。※４月から相談者の待ち時
間を軽減するために予約を受け付ける
こととしました。
▶日時…４月27日（月）　13：30 〜
15：30　※予約優先
▶場所…普代村役場（２階会議室）
　お問い合わせなどは役場住民福祉課

（☎ 35−2113）または久慈地区被災
者 相 談 支 援 セ ン タ ー（ ☎ 0120−
934−755）まで。

　村では、小学生から高校生までを対
象に医療費の自己負担を次のとおり全
額助成しています。
▶助成期間…就学時から18歳に達し
た年度の３月31日まで
▶対象医療機関…保健医療機関と保険
薬局
▶申請に必要なもの…医療費給付申請
書、医療費の領収書、印鑑、健康保険
証　※初めての申請の場合は金融機関
の通帳も必要です。また消えるボール
ペンや鉛筆などでの記入はご遠慮くだ
さい。
　申請は１カ月ごとにお願いします。
また学校管理下の負傷・疾病で日本ス
ポーツ振興センター法の給付を受ける
場合はそちらの制度が優先されます。
お問い合わせなどは役場住民福祉課

（☎ 35−2113）まで。

　お医者さんにかかる時には窓口に保
険証を提示してください。かかった医
療費の自己負担額が１割、もしくは３
割になります。

　そのほか、被保険者の年収などで自
己負担の割合が変わりますので、詳し
くは役場住民福祉課（☎ 35−2113）
までお問い合わせください。

　村では森林資源の確保と森林の多様
な公益的機能の発揮、緑地の保全を図
るため、コナラ造林に対し補助金を交
付しています。村での補助は査定事業
費の10㌫以内で、国と県の補助金も
合わせると補助額は50㌫以上になり
ます。
　お問合せは役場農林商工課（☎
35−2115）または久慈地方森林組合

（☎ 0194−72−2747）まで。

後期高齢者医療保険の人へ

ご存じ
ですか�

　▶イトウイサオ 5,000円▶モクザイ
リヨウポイント 5,364円▶森田勝 1
万円▶三陸鉄道募金箱 27,034円▶矢
巾町 31,536円

　※義援金、支援金は復興支援事業など
に活用されています。

これまでの合計額　64,636,019円

義援金、支援金
（３月１日〜３月31日分、敬称略）

これまでの合計額　10,785,782円

ふるさと応援寄付金
（３月１日〜３月31日分、８人）

  ■村内の交通事故《３月》
	 人身事故　０件（０件）
	 物損事故　４件（11件）
	 ※（ ）内は１月からの累計
  ■救急車の出動回数《３月》  ６回
  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）
	 県内33市町村中ワースト順位…15位

（平成27年２月28日現在）
	 村内の検挙者数《２月》 ０人（０件）
	 県内の検挙者数《２月》 25人（50件）
	 ※（ ）内は１月からの累計

交通安全 対策情報

お誕生おめでとう（１人）
野場瑠

る り せ

璃星（ 奨 ・可南子）� 堀　内

ご結婚おめでとう（１組）
安原　正人� 埼玉県
坂上　美香� 堀　内

お悔やみ申し上げます（３人）
髙屋敷フク　　茂　市� 94歳
太田　德三　　太田名部� 78歳
大上　泰久　　太田名部� 80歳

）

３月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

弁護士無料出張相談を開催

コナラ造林へ補助金を交付

小〜高校生の医療費を助成

自己負担割合 所　得　区　分

3 割

現役並みの所得者
 　市町村民税の課税所得が145
万円以上の被保険者やその人と
同じ世帯の被保険者

1 割

現役並みの所得者、低所得者Ⅰ、
低所得者Ⅱ以外の人。
低所得者Ⅰ
 　世帯の全員が市町村民税非課
税でその世帯の各所得が必要経
費控除を差し引いたときに０円
となる人
低所得者Ⅱ
 　世帯の全員が市町村民税非課
税の人

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

皆様のご厚意に感謝申し上げます。皆様のご厚意に感謝申し上げます。
　前号で広告掲載以降、多くの皆さまか
ら「ウエス（お尻拭き）」をご寄付いた
だきました。皆さまのご理解とご協力に
感謝申し上げます。
　なお、引き続き受け付けておりますの
で、今後ともよろしくお願いいたします。
　ご一報いただければお宅へ伺います。

ご連絡は特別養護老人ホームうねとり荘（☎35−3577）まで。

ＮＨＫ・ＢＳプレミアム「きらり！えん旅」で

宮川大助・花子さんが普代村にやってきます!!

　震災で大きな被害を受けた東北を励まそうと、三陸沿岸市町村を訪ねる
ＮＨＫ・ＢＳプレミアムの番組「きらり�えん旅」で、宮川大助・花子さ
んが普代村にやってきます。

そこで�  宮川大助・花子さんに村の良さを
アピールしてくれる人を募集します�

　おすすめの風景や隠れた穴場、伝統料理・芸能のほか、村の魅力を伝え
たい人はその内容と連絡先を手紙やはがき、ファックス、メールなどでお
知らせください。

普代村の素晴らしさを全国に広めましょう�
　宮川大助・花子さんが普代村を旅するのは６月25日（木）から27日（土）
までの３日間です。たくさんの応募をお待ちしています�締め切りは５月
22日（金）です。

　「ふるさと自慢」の応募先は
　宛　先：〒150−0047　東京都渋谷区神山町 5−20　神山町小川ビル
　　　　　 　　　　　　　㈱ＮＨＫプラネット「きらり�えん旅」係
　ＦＡＸ：03−3485−3984　　Ｅメール：entabi@nhk-pn.jp

　「えん旅」の「えん」とは東北を〝応援〟しようという〝援〟、ふるさと自
慢を訪ね歩き、地元の人と〝ご縁〟をつなぐ〝縁〟、旅の終わりにステージ
で芸を披露する〝公演〟の〝演〟など、さまざまな意味が込められています。

中央区   三船製菓  ☎35－2020

おやき、
ドーナツ、
かき氷、

販売します！

５月の行事

　◦こどもまつり
　◦普代小運動会
　◦鵜鳥神社例大祭

などなど…



日 月 火 水 木 金 土
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５月のこんなこと、あんなこと

3

17

24

4

11

18

25

28

5

12

19

29

6

20

27

30

28

1

15

22

9

16

23

（大安）

（先勝）

（仏滅）

（赤口）

（先勝）

（仏滅）

（大安）

（赤口）

（先勝）

（友引）

（大安）

（先勝）

（友引）

（赤口）

（先勝）

（友引）

（友引）

（先負）

（大安）

（友引）

（大安）

（赤口）

（先負）

みどりの日

◦健康相談（芦渡）

◦健康相談（沢向）

鵜鳥神社例大祭

こどもの日

緑の村子どもまつり

◦１歳６カ月児・３
歳児健診（受付 12：
00〜12：30、◯保）
◦ブックスタート

◦２歳児健康教室
（ 受 付 12：00〜12：15、
◯保）

昭和の日

振替休日　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

◦２歳６カ月児歯科
教 室（ 受 付 12：00〜
12：15、◯保）

　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

◦乳 児 健 診（ 受 付
12：00〜12：30、◯保）
◦ブックスタート

　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

◦健康相談（鳥居・
堀内机）

体育施設無料開放日

普代中学校体育祭

普代小学校運動会

○保 は保健センター
○北 は北緯40度野球場
○社 は社会体育館
○管 は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診 は医科診療所
○Ｂ は海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

憲法記念日

第１回教育長杯マレッ
トゴルフ大会（黒崎マ
レットゴルフ場）

普
代
小
児
童
作

「
ア
ー
ス
君
」

お買い物は、ぜ
ひ普代ポイント
カード会加入店
のご利用をお願
いいたします。

赤坂拓代様（太田名部）太田恵子様（太田名部）金子麻美様（黒
崎）源田晴菜様（中央区）下坪律子様（黒崎）

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎35−2132

普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。３月当選
者は以下５名です。

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

◎世界禁煙デー　吸わない人にも命取り、きれいな空気を！

㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談

●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 :18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日

普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

使い捨て、ワンデー、2ウィーク
コンタクトレンズ各種販売

電話  35−2045
FAX  35−2827　

中央区髙橋薬局

２本入り�3,888円
４本入り�7,020円

【利用方法】
①「Appstore」または「GooglePlay」
で「COCOAR」をダウンロード。パンダ
マークが目印です。※アプリのダウンロー
ドは無料です

⬇
②COCOARで指定された写真（本号では
表紙）を撮影すると動画が流れ始めます�

新サービス�「ＡＲ」のご案内新サービス�「ＡＲ」のご案内

表紙にスマホ
などをかざして
動画をＧＥＴ�

31 （大安）
　普代横町 

Tel (35)2594

肖像写真　技 能 士

フジフィルム純正処理

カトウ写真館カトウ写真館

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎
めがね一式 ￥15,000（税抜き）

使い捨て、ワンデー、2ウィーク
コンタクトレンズ各種販売

電話注文 OK です
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広報　　　 ４月号 №635

▼
今
年
も
総
務
課
で
広
報
担
当
を
任

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
無
事
３
年

生
に
進
級
で
す
▼
広
報
担
当
の
ほ
か

に
ふ
る
さ
と
普
代
会
の
事
務
局
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
担
当
は

外
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
会
の
人
た

ち
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

関
わ
り
が
少
な
く
な
る
の
は
寂
し
い

気
も
し
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
▼
そ

の
ほ
か
三
陸
鉄
道
の
担
当
な
ど
も
し

て
い
て
、
今
月
５
日
の
三
陸
鉄
道
一

周
年
普
代
村
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
に
も
携

わ
り
ま
し
た
。
当
日
は
ぱ
っ
と
し
な

い
天
気
で
し
た
が
、
堀
内
駅
、
沢
漁

港
、
普
代
駅
で
総
勢
約
１
０
０
人
に

よ
る
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▼
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
今
年
度
も
広

報
ふ
だ
い
と
下
道
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
ま
す
。
　
　
　
　
（
下
道
崚
聖
　)

		  前月比	 前年比
人　口	 2,880人	（−27）	（−61）
  （男）	 1,397人	（−15）	（−36）
  （女）	 1,483人	（−12）	（−25）
世　帯	 1,141戸	（＋１）	（＋７）

人口と世帯３月末現在

村内卒入園・卒入学式

　はまゆり子ども園の卒入園式と、普代小中学校の卒入学式が３月 14日から４月８日

までの間にそれぞれ行われ、保護者や先生、来賓に見守られる中、園児や児童生徒が式

に臨
のぞ

み、思い出多き学び舎や仲間との別れを惜しみながらも新しい出会いに胸を膨らま

せました。普代中では３年生26人が卒業。式では３年間の思い出が募
つの

ってか生徒の涙、

成長を見届けた保護者の涙が見られました。今年の卒業生は全員受験にも成功。４月か

らそれぞれの新生活が始まっています。

　　普代中では26人が夢に向かい旅立ちました

子ども園では17人が卒園。元気いっぱいに普代小学校に入学しました

思い出を胸に22人の児童が小学校を卒業

　　　子ども園では元気な返事をし13人が入園

３/14　普代中卒業式　　　４/６　普代中入学式

３/20　普代小卒業式　　　４/７　子ども園入園式

３/24　子ども園卒園式　　４/８　普代小入学式

「
文

武
両

道で頑張ります」普代中には19人が入
学


